
部会長（氏名・所属先）：

その他事務局員（氏名・所属）：

電話：

メール：
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会議開催日時

5月8日
13:30～15:30

6月12日
16:30～18:00

7月10日
13:30～15:00

8月14日
16:30～18:00

9月11日
13:30～15:00

10月9日
16:30～18:00

11月13日
13:30～15:00

12月11日
16:30～18:00

1月8日
13:30～15:00

2月12日
13:30～15:00

3月12日
13:30～15:00

その他自由記載（部会活動を通して、区の障害福祉についてや区自立支援協議会について、より「こうなったらいいな」「これができた

らいいな」などと共有できた課題についてもご記入お願いします。）

必要予定の予算とその内容

・グループホーム交流会（茶菓代5,000円）

１月
【＃５】　N・H・K連携事業（西区基幹と地活／保土ケ谷区基幹ち地活／恵和青年寮）の実践報告、

　　　　　グループワーク　　会場＝保土ケ谷区役所501.502会議室

２月 【＃６】1年間の振り返り　会場＝保土ケ谷区役所202会議室

３月 〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　会場＝保土ケ谷区役所202会議室

１０月 〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　　会場＝地活ゆめ・ボランティアルーム

１１月 【＃４】短期入所事業所、活動ホームとの情報交換会　会場＝保土ケ谷区役所地下会議室

１２月 〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　　会場＝地活ゆめ・ボランティアルーム

７月 【＃２】グループホームスタッフ交流会　会場＝保土ケ谷区社協・多目的研修室

８月 〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　会場＝地活ゆめ・ボランティアルーム

９月 【＃３】上半期の振り返り報告、事例検討②　会場＝保土ケ谷区役所202会議室

４月

５月
【＃１】地域生活支援拠点の説明、事例検討①（強度行動障害のある知的障害者の地域移行）

　　　　　＝会場・区役所202会議室

６月 〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　会場＝地活ゆめ・ボランティアルーム

実施概要
・事例検討を通じて、地域課題とネットワークの課題を把握する中で、障害児者の地域の生活を支えるネットワークの

構築に取り組む。　・地域生活支援拠点の機能を理解する。　・グループホーム交流会を行い、交流する機会の少ない

世話人同士の情報交換の機会を作る。　　（※前年度より変更）

年間目標
①当部会では、生きづらさのある方を対象として、分野横断で「まちで暮らす」ことを考えていく。

②強度行動障害は児童期から成人期に移行する課題であり、ワーキンググループを通じて、課題共有から手立ての

　検討を目指して活動する。③ 予防的な観点から教育機関や児童分野の支援者、こども部会等との連携を模索する。

月 活動内容

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

石田（夢21福祉会）、島田（きてん）、大泉（十愛病院 二次相談）、佐藤雄、芳垣（保土ヶ谷区役所高

齢・障害支援課）、田村・芝（保土ヶ谷区基幹相談支援センター）

問合せ先

氏名： 矢田 045‐333-6111

所属先： 横浜市保土ヶ谷区生活支援センター hodogaya-s.c@ysjk.jp

矢田（保土ケ谷区生活支援センター） 副部会長（氏名・所属先）： 佐野（恵和青年寮）

【様式第１号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 　　令和７年度　部会年間計画書

部会名： まちで暮らすネットワーク～地域生活支援部会～　※部会名変更
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